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環境汚染企業の概要 

コーラルベイニッケル社（CBNC） 

・操業開始： 2005年4月 

・住友金属鉱山54％出資（三井物産18％、双日18％） 
・操業場所：パラワン州バタラサ村リオツバ(Rio Tuba) 

・ＨＰＰ（Hydrometalurgical Processing Plant）： 

    低品位のニッケル鉱（ラテライトlaterite）から 

    ニッケル・コバルト混合硫化物生産 

    （硫酸溶液の石灰投入ｐＨ制御と硫化水素添加で分画） 

・生産量:ニッケル1万トン、コバルト750トン 

・製品（硫化物）           住友金属鉱山新居浜工場 

・第2プラント（同サイズ）操業開始（2009年） 

            年産2万トン体制 

 

ＨＰＰプラント 



戦略金属としてのニッケル 
ＣＢＮＣ社のシェア 

・日本のニッケル生産量：年間16万５千トン
（2005年）～世界シェア15％（世界第２位） 

・日本のニッケル消費量：年間24万トン 

・CBNCは、日本の年間生産量の約8分の1、 

       世界シェアの約2％、 

       日本の消費量の約8％を供給 



先住民族など地元住民から 
苦情多発 

国際環境NGO・FoE Japanの先行調査によれば、

先住民族を中心とする地元住民に咳や頭痛、
皮膚疾患など健康被害の訴え、および異臭に
よる苦情が多発している。ECC違反、鉱滓の処
分場(Tailing Dam)からの有害物質の漏出の懸

念、粉塵発生施設による健康被害の懸念、さら
には漁業被害の可能性なども指摘された。 

 

住友金属鉱山によれば、フィリピン環境
資源省のECC(Environmental Compliance 
Certificate)認証を得るなど環境配慮型だ
とされている。しかし・・・・ 

聞き取り調査 



リオツバ地区聞き取り調査結果 
（ＦｏＥ先行調査：４村１１５世帯） 

各世帯の主な生計手段 （単位：世帯） 

スンビリン タラタック オカヤン リオツバ 計 

農業 38 29 5 4 76 

漁等 2 6 0 2 10 

CBNC/RTNMC 0 0 6 9 15 

その他の仕事 1 0 8 2 11 

その他 1 1 1 0 3 

計 42 36 20 17 115 



リオツバ地区聞き取り調査結果 
（ＦｏＥ先行調査：４村１１５世帯） 

第1製錬所の建設後の健康、環境、
悪臭における変化 

どのような健康の変化か（100
世帯の複数回答） 

咳 頭痛 皮膚病 風邪 胃痛･下痢 その他 

87 48 40 33 25 18 

●健康の変化について相談したか 

はい いいえ その他 無回答 計 

45 59 10 1 115 

100世帯（87％）

が健康の変化
を訴えている 
→何らかの原因

特定調査が必
要 

 



●その他の変化を経験しているか  

 

 

※ 多くの人が生計手段への悪影響を経験 
      →何らかの原因特定の調査の必要性 



リオツバ鉱山お
よびＣＢＮＣ社
ニッケル精錬プ
ラント詳細図 

トグポン川 

ガマヨン川 

キノロン川 

テーリングダム 

シーバース
（排水口） 

精錬プラント 



リオツバ入江を囲む緑色の低地はすべて見事なマングローブ林である。ＣＢＮＣ操業以後、魚が取れなく
なったという漁民の証言が事実なら、マングローブ林を含めたリオツバ入江全域に堆積する赤い沈殿物と
の因果関係を調査する必要がありそうである。 

・この地域は、か
つて数百人の先
住民が暮らして
いただけであっ
たが、鉱山開発
があり、それに続
くCBNC社の精錬

プラント建設など
によって、人口３
万人の町になっ
た。 

・排水は岸から１
キロ沖合のシー
バースまでパイ
プで送られて、水
深4ｍほどの位

置で放流されて
いる。 
 



うっそうとしたマングローブ林に囲まれたリオツバ入江 

リオツバ入江からリオツバ鉱山とＣＢＮＣプラント 

リオツバ鉱山遠景 

リオツバ鉱山 

第1テーリングダム 



ＣＢＮＣの排水 
１キロ沖合までパイプ
ラインで送られ、水深
約４ｍの水中で排水さ

れている 

シーバース：製品の積み込みや硫酸の荷下
ろしなどが行われる。そして排水の放流も・・ 

排水パイプ 



調査地点 

＜調査対象＞ 
河川水 
地下水・飲料水 
汽水と海水 
底質 

鉱山 



リオツバ入
江集水域12
地点の河川

水質 
（２０１０年） 

サンプ
ル番号 

地点番
号 

地点名 

  
ｐＨ 

電気伝
導度 Cr6+ Cr Ｃａ Mn Fe   

11 11 オカヤン川支流 7.0 219 (―) 0.001  15.66  0.222  0.528    

12 3 オカヤン川本流 6.5 285 (―) 0.002  3.54  0.006  0.054    

13 14 小さなクリーク 7.0 467 (―) 0.001  44.50  0.031  0.120    

14 2 トグポン川本流 7.0 551 0.15 0.161  49.39  0.009  0.004    

15 9 小さなクリーク 7.0 319 (―) 0.001  0.00  0.002  0.009    

16 15 ガドサン川右俣 6.5 361 (―) 0.002  ＮＤ ＮＤ 0.001    

17 16 ガドサン川左俣 6.5 346 (―) 0.014  ＮＤ 0.002  0.010    

18 17 小さなクリーク 6.5 337 (―) 0.011  ＮＤ 0.002  0.009    

19 18 小さなクリーク 7.0 448 (―) 0.015  0.02  0.013  0.062    

20 19 ガマヨン川 6.5 368 (―) 0.015  0.18  0.005  0.014    

21 20 スンビリン川支流 7.0 316 (―) 0.001  4.26  0.010  0.040    

22 21 スンビリン川本流 7.0 264 (―) 0.001  7.66  0.028  0.256    

                      

サンプ
ル番号 

地点番
号 

地点名 Ni Ｖ Cu Zn As Sr Cd Pb 

11 11 オカヤン川支流 0.012  0.002  0.012  0.008  ＮＤ 0.129  ＮＤ ND 

12 3 オカヤン川本流 0.014  0.002  0.014  0.005  ＮＤ 0.022  ＮＤ ND 

13 14 小さなクリーク 0.028  ＮＤ 0.028  0.002  ＮＤ 0.243  ＮＤ ND 

14 2 トグポン川本流 0.035  ＮＤ 0.035  ＮＤ ＮＤ 0.064  ＮＤ ND 

15 9 小さなクリーク 0.016  ＮＤ 0.016  0.004  ＮＤ 0.002  ＮＤ ND 

16 15 ガドサン川右俣 0.013  ＮＤ 0.013  ＮＤ ＮＤ 0.003  ＮＤ ND 

17 16 ガドサン川左俣 0.012  ＮＤ 0.012  0.001  ＮＤ 0.002  ＮＤ ND 

18 17 小さなクリーク 0.013  ＮＤ 0.013  ＮＤ ＮＤ 0.002  ＮＤ ND 

19 18 小さなクリーク 0.037  ＮＤ 0.037  0.004  ＮＤ 0.003  ＮＤ ND 

20 19 ガマヨン川 0.002  ＮＤ 0.002  ＮＤ ＮＤ 0.003  ＮＤ ND 

21 20 スンビリン川支流 0.004  ＮＤ 0.004  ＮＤ ＮＤ 0.028  ＮＤ ND 

22 21 スンビリン川本流 0.005  ＮＤ 0.005  0.003  ＮＤ 0.049  ＮＤ ND 

＜河川水質調査結果＞ 

pH:万能試験紙による簡易法、 ＥＣ（電気伝導度：μS/cm）:オルガノ社SuikensaAB-7、 

Cr6+：パックテスト、t-Cr, Ni, Zn, Cd, Hg, Pb, As：ICP/MS法、ND: Caのみ「＜0.01mg/L」、他の項目は
すべて「＜0.001mg/L」 

 

顕著な汚染（6価クロム
が0.15mg/L）が観測さ
れたのは、CBNC社精

錬プラント敷地を貫流
してくるトグポン川のみ
であった。日本の公共
用水域の環境基準
0.05mg/Lの3倍である。
6価クロムは簡易分析

法であるパックテスト
法であるが、JIS法と感

度が等しく、また、全ク
ロムがICP/MS法によっ
て0.161mg/L検出され

ていることから信頼で
きる数値であるものと
考えられる。採水地点
は、広い公道がトグポ
ン川を渡る橋の下であ
る。 
 





河川水（トグポン川）から六価クロム検出 

年月日 水域 
簡易法 

六価クロム 
ＩＣＰ/MS法 
全クロム 

備考 

2009/10/5 淡水域 0.1 0.126 

2010/3/21 淡水域 trace 0.021 

2010/8/16 淡水域 0.15 0.161 

2010/8/17 汽水域 0.1 0.070 

2011/10/21 淡水域 0.3 0.279 
降雨出水時サンプル 
六価クロムは上清 
全クロムは、濾液 

2011/10/22 淡水域 0.2 0.186 

2011/10/23 淡水域 0.15 0.142 

2011/10/22 汽水域（奥） 0.15 0.133 

2011/10/22 汽水域（中間） 0.1 0.116 

2011/10/23 鉱山隣接水たまり 0.2 0.171 



y = 0.8475x + 0.0172 
R² = 0.9065 
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地下水
水質分
析結果 
（２０１０年） 

サンプル番
号 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

地点番号と
地点名 

4 イワ
ヒッグ村
共同井

戸 

12オカヤン
村サンビセ
ンテ共同井

戸 

13オカヤン
村先住民新
集落井戸 

5オカヤ
ン村タグ
ピサ集落

井戸 

1スンビリ
ン村クラ
ンダノム

集落 
1No.5を
浄化装
置に通し
たもの 

6タラタック
村パナグ
ナアン集
落井戸 

22タラタッ
ク村小学
校前井戸 

7タグダロ
ゴン集落
デリバリー

水 

8リオツ
バ村キノ
ロン集落
デリバ
リー水 

pH 6.5 6.0 6.0 6.0 6.0 6.5 7.5 7.5 7.0 7.0 

EC 567 456 511 466 95.4 266 656 696 233 223 

Cr6+ (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) 

ｔ-Cr ND ND ND ND 0.012 ND ND ND 0.002 0.002 

Ni 0.001 0.008 0.023 0.004 0.132 ND 0.001 ND 0.002 0.002 

Zn ND 0.186 0.001 0.001 0.001 ND 0.001 0.001 0.002 0.007 

Cd ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

Hg ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

Pb ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

As ND ND 0.001 ND ND ND ND 0.001 ND ND 

Ba 0.003 0.008 0.006 0.004 0.027 0.044 0.010 0.444 ND ND 

K 0.5  0.6  0.7  0.4    1.3  0.5  6.1  0.1  0.2  

Ｎａ 5.7  17.8  6.0  2.6    6.2  2.8  52.0  1.3  1.2  

Ca 67.5  52.7  50.7  29.4    14.4  85.7  47.7  0.7  0.6  

Mg 1.6  17.4  28.0  41.1    13.5  1.2  34.7  25.0  25.2  

NO3-N 1.18  1.22  0.07  0.17    1.27  0.66  0.27  0.41  0.36  

Cl 18.0  12.9  5.8  8.4    3.8  3.5  6.7  2.7  2.4  

HCO3 190 250 300 300   115 265 450 125 125 

SO4 4.5  10.1  2.1  6.0    1.8  2.7  2.5  0.9  0.8  

備考 深さ12Ft 
深さ 

12ｍ 

深さ 

200ｍ？ 

深さ 

23Ft 
      

深さ 

150Ft     

＜ 地下水の水質分析結果＞ 

 

pH:万能試験紙による簡易法、 ＥＣ（電気伝導度：μS/cm）:オルガノ社SuikensaAB-7、 

Cr6+：パックテスト、t-Cr, Ni, Zn, Cd, Hg, Pb, As：ICP/MS法、無機イオン類：イオンクロマトグ
ラフ法、HCO3：電気伝導度と無機イオン濃度から推定計算によった、 

ND: 水銀（Hg）のみ「＜0.0001mg/L」、他の項目はすべて「＜0.001mg/L」 

 

スンビリン村の先住民集
落の井戸（地点番号1番）

では、やはりニッケルが
日本の水道法管理目標
値およびWHOの基準
（0.01mg/L）を大きく超過

した。全クロムが
0.012mg/Lだが、これが6

価クロムだとしても検出
限界以下なので確認しよ
うがない。 オカヤン村サ
ンビセンテ集落の井戸
（地点番号12番）では、
亜鉛が0.186mg/Lと高
い。WHO基準3mg/Lより

は低いが、日本の河川
生態維持のための環境
基準0.03mg/Lよりはずっ
と高い。 

 タラタック村小学校前に
井戸（地点番号22番）
は、Baが0.444mg/Lで
あった。WHOの基準
0.7mg/Lを超えてはいな

いものの、注意が必要で
ある。 
 



オクタダイ
アグラム法
による地下
水水質比較 

＜オクタダイヤグラム法による水質比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

地点番号4と6が、Ca-HCO3型、12と
13がCaMg-HCO3型、1と5がMgCa-
HCO3型、22がMgNaCa-HCO3型、7
と8がMg-HCO3型である。デリバ

リー水は全くイオン組成が他と大き
く違っており、地下水でなく、どこか
の川の表流水ではないかと思われ
る。ナトリウムが低くてマグネシウ
ムが高い特異な組成である。 
 22は、ナトリウム濃度が比較的高

いことで他と異なっている。比較的
高濃度のバリウムを含んでいるこ
とでも特異的である。12、13、1、5

は、サンゴ礁起源の石灰岩層の中
に溜まっている地下水かと思われ
る。４と6は、マグネシウムが低く、

陽イオンではカルシウムだけが高
いが、やはり石灰岩層の中の滞留
水ではないかと思われる。 
 スンビリン村の1を除けば、ラテラ
イト鉱起源のニッケルや6価クロム

による地下水汚染は確認されな
かった。 

※デリバリー水とは、ＣＢＮＣ社が
住民に提供している飲料水。２０１
０年の調査で基準超過の六価クロ
ムとニッケルが検出された。 
 



デリバリー水汚染事件 

先住民集落内に設置されたデリ
バリー水給水タンク 

７月採取No.2試料のニッケル(Ni)含有量が日
本の水道水の水質管理目標値をわずかなが
ら超えて0.012mg/Lを示した。１０月採取試料
でも同じく0.012mg/Lであった。この水が企業
側から住民に配水されているデリバリー水だ
とすると大いに問題がある。デリバリー水か
どうかの確認を早急にするとともに、事実だと
すれば早急に配水を停止し、取水水源を変
更すべきである。また、汚染原因についての
調査を行うべきである。 

２００９年７月及び１０月に行った先行調査の際、 

トグポン川で日本の環境基準を超える六価クロムが
初めて検出された。 
この時、CBNC社が先住民集落などに配水しているデ

リバリー水にニッケル（水質管理目標値超過）とクロ
ム（水道法基準値超過）が含まれていることが判明し、
以下のようなコメントを住友金属鉱山を経由して
CBNC社に送った。その結果、汚染した河川水を汲ん
で排水していたことが判明し、採水先が変更になった。 



感潮域お
よび沿岸
域の水質 

（２０１０年） 

サンプ
ル番
号 

地点
番号 

地点名 ｐＨ 
電気
伝導
度 

Cr6+ Cr Ｃａ Mn Fe Ni 

23 31 
トグポン川感潮域

上端 6.5  23550 0.1 0.070  161  0.059  0.159  0.066  

24 32 
トグポン川感潮域

中間 7.0  43300 （－） 0.018  348  0.037  0.155  0.052  

25 33 
リオツバ入江・トグ
ポン川流入点 7.0  49400 （－） 0.014  378  0.026  0.107  0.046  

26 34 
リオツバ入江・キヌ
ロン川流入点 7.0  49950 （－） 0.001  414  0.030  0.085  0.026  

27 35 リオツバ入江入口 7.0  57900 （－） 0.001  497  0.010  0.048  0.013  

                      

サンプ
ル番
号 

地点
番号 

地点名 Ｖ Cu Zn As Sr Cd Ｐｂ 

  

23 31 
トグポン川感潮域

上端 0.001  ND 0.004  ND 2.25  ND ND   

24 32 
トグポン川感潮域

中間 0.002  ND 0.021  0.001  5.49  ND ND   

25 33 
リオツバ入江・トグ
ポン川流入点 0.002  

0.001  
ND 

0.001  5.89  
ND ND 

  

26 34 
リオツバ入江・キヌ
ロン川流入点 0.002  

0.001  
ND 

0.001  6.36  
ND ND 

  

27 35 リオツバ入江入口 0.004  ND ND 0.001  7.52  ND ND   

リオツバ入江とトグポン川感潮域の水質 

トグポン川感潮
域上端付近で
も、日本の環境
基準を超える六
価クロムが検出
された。 



トグポン河口部（リオツバ入江に向かって赤い帯） 赤く染まるトグポン川遡上開始 

1リオツバ入江奥部底
質 

4トグポン河口部底質 5キノロン河口部底
質 

7リオツバ入江中央底質 9リオツバ湾口前外洋底質 10外洋底質 

トグポン川の河口
部は水深が２０セ
ンチほどしかない。
赤い泥が河口部
に堆積するため
だ。ここからリオツ
バ入江に向かっ
て、常時赤い泥が
供給され、入江全
域の海底に沈殿
堆積し、外洋底質
でさえもやや赤い 
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パラワン島・リオツバ入江底質重金属分析結果

Cr

Mn

Fe

Co
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注： Feについては、1/100

の値でグラフを作成。

Ni 9000mg/kg 
Cr 4400mg/kg 

キノロン
河口 

ガマヨン河口 



六価クロム発生源および生成メカニズム 

１．トグポン川集水域で発生源の可能性があるのは、 

①ＣＢＮＣ社のテーリングダム越流水 

②CBNC社プラント構内からの溶出・流出 

③リオツバ鉱山露天掘りエリアからの流出 

 

 
２．六価クロム生成メカニズムとして考えられるのは、 
①ＣＢＮＣ社ＨＰプラントの工程上で生成する 
②ラテライト鉱が六価クロムをもとから含有している 
③掘り起こされたラテライト鉱が水と酸素と接触して 
  六価クロムが生成する 
 





北スリガオ州タガニート地区 
ニッケル鉱山分布と河川・湧水中六価クロム濃度 

THPAL事務所 

PGMC事務所 

Shen Zhou事務所 

TMC事務所 

AMRI事務所 

0.05 
湧水 0.05 

湧水 
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ハヤガボン川 
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タガニート川 
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2013年2月調査結果 



タガニート地区の河川水、飲料水の水質 
（2012年5月8～10日） 

地点名 
簡易法 

六価クロム 
ＩＣＰ/ＭＳ法 
全クロム 

Ｎｉ EC(μS/cm) 

ハヤガボン川（河口近く） 0.1 0.105 0.019 16850 

タガニート川（河口近く） 0.2 0.140 0.333 31600 

ハヤガボン村水道 0.05 0.027 0.029 

ハヤガボン村飲料水 0.1 0.071 0.035 

ハヤガボン村のクリーク 0.05 0.037 0.020 

カジャナオ村タンク水 0.1 0.053 0.095 

カジャナオ村湧水 0.05 0.036 0.039 



タガニート川河口部 

ハヤガボン川と上流鉱山 

タガニート川 

ハヤガボン川河口部 

ママンワ族利用湧水 

ママンワ族水汲み場 

唯一六価クロムが検出されなかったママ
ンワ族集落水道施設 



本日のまとめ 

１．パラワン島、ミンダナオ島で、六価クロム水
質汚染、及び川と沿岸域にクロム・ニッケル高濃
度含有ヘドロの堆積・・・生態系破壊、漁業被害 

２．戦略的レアメタルとしてのニッケル需要が増
大し、熱帯各地のラテライト層が掘り返されてお
り、各種の汚染発生が懸念される 

３．ニューカレドニア・ゴロ地区でも同様のプロ
ジェクト進行中（住友金属鉱山子会社） 

４．六価クロム生成メカニズム解明と汚染防止
対策確立・実施が急務・・・汚染企業と交渉中 

 


